
北上川上流⾃然再⽣事業（和賀川）
Keywords  河道切り下げ、河岸防護⼯、礫河原の再⽣、⾃然再⽣

令和３年 全国多⾃然川づくり会議 東北    選出
北上川⽔系／和賀川 所属名 ⼤野（⽔沢出張所）

切り下げにより、礫
河原が再生された

【H20】

北上川と和賀川の合流点の河原は、湯⽥ダム完成以前は河道が広く礫
河原が広く⾒られた。近年は、澪筋の固定化により２極化が進⾏し、礫
河原が消失、川の流れが左岸側に固定化され、多様な河川環境が失われ
ていた。これらの課題に対し、⾃然再⽣事業による河道切り下げや河岸
防護⼯等を実施後５年間のモニタリング結果について紹介する。

【R3】
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